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の
諸
要
求
に
見
合
う
だ
け
の
行
政
措
置

を
行
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
国
は
我
々
の

要
求
に
真
摯
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

　
航
空
法
は
以
下
の
通
り
で
す
。

〇
　
航
空
機
が
安
全
に
離
着
陸
す
る
た

め
に
は
、
空
港
周
辺
の
一
定
の
空
間
を

障
害
物
が
無
い
状
態
に
し
て 

お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
航
空
法
に

お
い
て
、
下
図
の
よ
う
な
制
限
表
面
を

　
大
和
市
は
厚
木
基
地
に
よ
っ
て
い
く

つ
か
の
大
き
な
悪
影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

①
　
厚
木
基
地
に
よ
っ
て
綾
瀬
に
抜
け

る
道
路
が
４
㎞
近
く
も
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
為
に
大
和
市
西
側
の
綾
瀬
市
側
が

商
業
、
工
業
、
農
業
、
住
宅
地
が
分
断

さ
れ
て
い
る
。

②
　
大
和
駅
〜
桜
が
丘
駅
周
辺
（
14
階

建
て
４
０
・
６
ｍ
以
上
の
高
さ
が
建
た

な
い
）
空
間
が
有
効
活
用
が
で
き
な
い

状
況
で
す（
航
空
法
違
反
に
な
る
た
め
）。

基
地
周
辺
の
近
隣
都
市
の
藤
沢
市
（
25

階
建
て
８
２
・
５
ｍ
）、
海
老
名
市
（
25

階
建
て
１
０
７
・
７
ｍ
）、
相
模
原
市

（
32
階
建
て
１
０
６
・
０
ｍ
）
は
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
や
高
層
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
等
の

建
設
で
機
能
的
で
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
　
基
地
周
辺
の
自
治
体
で
は
航
空
機

の
騒
音
、
航
空
機
の
墜
落
の
危
険
が
こ

の
地
域
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

与
え
て
い
る
。

④
　
航
空
機
の
飛
行
が
音
響
や
様
々
な

電
波
を
撹
乱
し
て
基
地
近
隣
市
に
在
住

の
市
民
、
企
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。

⑤
　
厚
木
基
地
が
日
米
の
極
め
て
重
要

な
軍
事
拠
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
紛
争
時
に
基
地
近
隣
区
域

が
敵
か
ら
の
攻
撃
地
域
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
国
際
的
に
緊
張
状
態
の
と
き
な

ど
は
大
き
な
不
安
を
感
じ
る
。

⑥
　
基
地
は
組
織
的
に
訓
練
さ
れ
た
殺

人
部
隊
の
住
む
区
域
で
あ
り
、
い
ざ
と

い
う
と
き
治
安
に
与
え
る
影
響
は
な
い

の
か
不
安
視
す
る
声
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
こ
の
様
に
厚
木
基
地
が
町
づ

く
り
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
て
お
り

経
済
的
に
大
き
な
損
失
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
。
そ
の
為
に
大
和
市
基
地
対
策
協

議
会
で
は
毎
年
本
市
の
大
き
な
損
害
に

対
し
て
基
地
周
辺
対
策
や
基
地
交
付
金

を
抜
本
的
に
見
直
す
よ
う
に
国
と
交
渉

し
て
い
ま
す
が
、
国
は
昔
か
ら
大
和
市

設
定
し
て
お
り
ま
す
。

〇
　
制
限
表
面
を
超
え
る
高
さ
の
物
件

（
建
物
・
避
雷
針
・
ア
ン
テ
ナ
・
看
板
・

電
柱
等
の
恒
常
物
件
や
、工
事
用
ク
レ
ー

ン
や
ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ
ン
等
の
仮
設

物
件
、
樹
木
も
含
む
）
を
設
置
す
る
こ

と
は
航
空
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
し
て
、物
件
を
設
置
・
植
栽
・

留
置
し
た
場
合
、
所
有
者
は
除
去
を
求

め
ら
れ
、
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
図
面<

ア>

は
、
大
和
基
地
対
策
協

議
会
が
厚
木
基
地
の
早
期
返
還
と
基
地

対
策
の
抜
本
的
な
改
善
に
関
す
る
要
望

書
の
中
の
⑵
新
た
な
施
策
の
実
施
の
項

目
の
資
料
の
一
部
で
す
。

（
大
和
市
の
基
地
対
策
課
作
成
図
面
。
網

掛
け
の
部
分
が
、
建
物
の
高
さ
が
制
限

さ
れ
る
区
域
）

住
宅
地
に
落
下
し
て
大
惨
事
に
つ
な

が
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
七
月
三

一
日
、
厚
木
基
地
司
令
官
と
南
関
東
防

衛
局
長
に
対
し
抗
議
と
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
二
か
月
以
上
た
っ
た
現
在

に
至
る
も
米
軍
か
ら
は
原
因
も
対
策
も

何
も
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
十
月
十
二

日
時
点
）

申
し
入
れ
要
約

　
こ
ん
な
危
険
な
航
空
機
オ
ス
プ
レ
イ

と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
私
た
ち
住
民
の
上

を
絶
対
に
飛
ん
で
欲
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ス
プ
レ
イ
と
整
備
不
良
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
飛
行
を
今
後
一
切
中
止
す
る
と

と
も
に
事
故
原
因
と
整
備
体
制
の
強
化

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
日
米
地
位
協
定
第
３
条
３
項
に
は
、

「
米
軍
は
公
共
の
安
全
に
妥
当
な
考
慮
を

払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
願
い
は
、
静
か
で
安

全
な
空
の
下
で
生
活
す
る
こ
と
で
す
。

以
下
の
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
す
。

１
．
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木
基
地
へ
の
飛

行
を
中
止
さ
せ
る
と
と
も
に
、
飛
来
目

的
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

２
．
事
故
を
起
こ
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
事
故
原
因
の
究
明
と
整
備
体
制
の
強

化
が
な
さ
れ
、
再
発
防
止
が
出
来
る
ま

で
飛
行
を
中
止
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
七
月
二
〇
日
に
オ
ス
プ
レ
イ
４
機
が

東
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う
と
い
う

通
告
を
受
け
、
滑
走
路
北
側
で
監
視
抗

議
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
既
成
事
実
作

り
を
す
る
よ
う
に
首
都
圏
に
オ
ス
プ
レ

イ
が
飛
び
回
る
よ
う
な
状
況
を
な
ん
と

し
て
も
阻
止
し
な
い
と
行
け
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
と

と
も
に
行
動
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の

取
り
組
み
の
経
過
の
中
で
、
七
月
二
七

日
、
厚
木
基
地
内
に
お
い
て
大
型
ヘ
リ

Ｍ
Ｈ
53
Ｅ 

が
離
陸
直
後
に
窓
枠
を
落
下

さ
せ
る
と
い
う
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
離
陸
直
後
だ
っ
た
た
め
、
基
地
内
に

落
下
し
た
も
の
の
、
ひ
と
つ
間
違
う
と

　
相
模
原
支
部
の
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
相

模
原
市
南
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。
南
区
は

大
和
市
と
座
間
市
か
ら
北
、
町
田
市
の
南

に
挟
ま
れ
た
地
域
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

厚
木
基
地
北
側
滑
走
路
の
延
長
線
上
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
厚
木
基
地
を
離
発

着
す
る
航
空
機
の
上
空
通
過
を
よ
く
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
宅
も
密
集
し
て
お

り
、
学
校
や
医
療
機
関
も
多
く
あ
り
ま
す
。

入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
、
学
校
行
事
の
多

い
時
期
、
爆
同
相
模
原
支
部
で
は
金
子
豊

貴
男
議
員
を
紹
介
議
員
と
し
て
、
毎
年
相

模
原
市
に
厚
木
基
地
航
空
機
に
よ
る
爆
音

被
害
の
解
消
を
求
め
て
要
請
行
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
２
月
22
日
（
木
）
に

爆
音
問
題
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
助
成

制
度
の
実
現
と
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

を
相
模
原
市
上
空
で
行
わ
な
い
よ
う
等
の

要
請
を
加
え
て
行
い
ま
し
た
。
相
模
原
市

で
は
副
市
長
が
対
応
し
、
学
校
行
事
の
多

い
時
期
は
米
軍
に
日
程
を
提
示
し
、
訓
練

を
控
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
な
ど
の
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
相
模
原
に
は

キ
ャ
ン
プ
座
間
や
相
模
総
合
補
給
廠
、
米

軍
相
模
原
住
宅
な
ど
が
あ
り
、
米
軍
施
設

の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
座
間
の

Ｕ
Ｈ
60
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
キ
ャ
ン
プ
座
間

周
辺
を
旋
回
訓
練
し
て
お
り
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
騒
音
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
厚
木
基
地
の

爆
音
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
相
模
原
市
特

有
の
基
地
問
題
な
ど
も
広
く
取
り
上
げ
研

究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

相
模
原
支
部
支
部
長

山
村
充
夫

　
大
型
な
韋
駄
天
台
風
24
号
が
過
ぎ
去
り
、

前
日
の
沖
縄
県
知
事
選
で
新
基
地
建
設
反
対

派
の
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
勝
利
の
知
ら
せ
が

あ
っ
た
10
月
１
日
、
横
浜
地
裁
で
五
次
訴
訟

の
第
三
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
傍
聴
行
動
参
加
原
告
は
百
人
、
陳
述
者
と

支
部
長
等
が
当
事
者
席
（
囲
い
の
中
の
弁
護

士
と
並
ぶ
席
）
を
占
め
、
傍
聴
席
は
記
者
席

も
余
さ
ず
に
満
杯
。
法
廷
に
入
れ
な
い
原
告

も
い
ま
し
た
。

　
法
廷
で
は
若
手
の
藤
塚
弁
護
士
が
、
大
き

く
明
瞭
な
声
で
、
爆
音
の
被
害
の
特
徴
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

「
爆
音
被
害
は
音
が
あ
る
時
だ
け
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
爆
音
が
通
り
過
ぎ
た
後
に
な
っ
て
、

ま
た
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
・
い

つ
来
る
の
か
と
い
う
不
安
・
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
時
な
ら
、
音
が
聞
こ
え
な
い
時
だ
け
に

被
害
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
爆
音
が
過
ぎ
去
っ

て
テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ
え
て
来
て
も
、
爆
音

で
聞
こ
え
な
く
て
意
味
不
明
に
な
っ
た
事
の

影
響
＝
不
都
合
・
不
満
・
不
快
感
が
続
く
と

い
う
特
徴
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
大
和
第
五
支
部
の
尾
崎
公
太
郎
さ
ん
は
、

基
地
の
東
北
部
に
隣
接
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
ん
で
い
る
の
で
、「
基
地
に
飛
来
す
る
飛
行

機
・
ヘ
リ
が
間
近
に
見
え
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

顔
も
見
え
ま
す｣

「
旋
回
す
る
ヘ
リ
が
近
づ
い

て
来
る
時
は
自
分
に
ぶ
つ
か
っ
て
来
る
の
で

は
な
い
か
と
の
恐
怖
も
感
じ
ま
す
」「
私
は
渓

流
つ
り
を
趣
味
と
し
て
い
ま
す
が
、
渓
流
の

滝
の
音
は
大
き
く
て
も
不
快
で
は
な
い
が
、

爆
音
は
と
て
も
不
快
で
、
人
間
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
同
じ

く
大
和
第
五
支
部
の
斉
藤
祐
太
さ
ん
は
大
和

で
生
ま
れ
育
ち
、「
飛
行
機
を
よ
く
見
て
い
た

の
で
、
子
ど
も
の
時
は
飛
行
機
マ
ニ
ア
で
し

た
。
で
も
、
子
ど
も
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
爆
音
の
悪
影
響
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」「
相
鉄
線
の
車
掌
を
し
て
い
る
が
、

運
転
手
か
ら
車
掌
席
に
発
車
準
備
の
ブ
ザ
ー

が
来
る
時
、
飛
行
機
の
爆
音
と
重
な
る
と
聞

き
取
れ
な
く
て
困
る
」
と
い
う
深
刻
な
問
題

も
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
祐
太
さ
ん
の
祖
父

の
弥
作
さ
ん
は
一
次
訴
訟
の
時
か
ら
訴
訟
団

原
告
・
役
員
と
し
て
爆
音
を
な
く
す
活
動
を

し
て
い
た
の
で
、
自
分
も
そ
れ
を
受
け
継
い

で
頑
張
り
た
い
と
い
う
決
意
も
述
べ
ま
し
た
。

相
模
原
市
特
有
の

基
地
問
題
な
ど
も
広
く
取
り
上
げ

相
模
原
市
特
有
の

基
地
問
題
な
ど
も
広
く
取
り
上
げ

　
去
る
10
月
10
日
、
厚
木
爆
同
主
催
・
基
地

視
察
を
秋
晴
れ
の
下
42
名
の
爆
同
会
員
の
参

加
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
先
ず
横
田
基
地
南
側
を
、
東
京
都
昭
島
市

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
前（
最
寄
は
、

拝
島
駅
）
か
ら
視
察
し
ま
し
た
。
現
地
案
内

と
説
明
を
、
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原

告
団
団
長
・
福
本
さ
ん
か
ら
受
け
ま
し
た
。

（
写
真
①
）

　
横
田
基
地
は
、「
従
来
の
米
軍
司
令
部
機
能

と
輸
送
中
継
機
能
を
有
す
る
基
地
か
ら
、
航

空
自
衛
隊
航
空
総
隊
司
令
部
と
在
日
米
軍
の

第
５
空
軍
司
令
部
と
の
併
置
に
よ
り
、
日
米

共
同
統
合
運
用
調
整
所
が
設
置
さ
れ
、
日
米

双
方
の
司
令
部
組
織
間
の
連
携
や
相
互
運
用

性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
日
米
が
共
同
で
使
用

す
る
最
重
要
施
設
へ
と
態
様
の
変
化
が
な
さ

れ
て
い
る
。」

（「
２
０
１
８
基
地
視
察
の
し
お
り
」
作
成
／

厚
木
爆
同
Ｐ
．
４
よ
り
）

　
横
田
基
地
爆
音
の
為
、
銭
湯
の
窓
ガ
ラ
ス

が
破
損
し
た
り
し
非
常
に
危
険
な
状
態
で
し

た
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
集
団
で
住
居
を
移

転
し
、
そ
の
移
転
し
た
跡
地
に
、
右
記
環
境

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
、
集

団
移
転
の
歴
史
を
伝
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

　
更
に
、
横
田
基
地
正
門
付
近
と
（
国
道
16

号
線
沿
い
）、
高
台
に
あ
る
東
京
都
瑞
穂
町
役

場
・
ス
カ
イ
ゲ
ー
ト
よ
り
基
地
の
全
貌
を
視

察
し
、
２
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
Ｃ
Ｖ-

22
と
大
型

輸
送
機
Ｃ-

17
な
ど
の
駐
機
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
横
田
基
地
の
総
面
積
は
東
京
都
狛
江
市

よ
り
も
広
い
と
の
こ
と
。（
写
真
②
）

　
昼
食
後
、「
原
爆
の
図
・
丸
木
美
術
館
」（
埼

玉
県
東
松
山
市
唐
子
１
４
０
１
、℡
０
４
９
３

-

２
２-

３
２
６
６
）
を
訪
れ
ま
し
た
。
丸
木

位
里
・
丸
木
俊
夫
妻
に
よ
る
原
爆
の
図
の
作

品
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
写
真
③
）

学
芸
員
の
解
説
を
受
け
た
後
、
参
加
者
各
人

が
、
等
身
大
の
屏
風
絵
や
壁
全
体
の
南
京
大

虐
殺
を
画
い
た
絵
の
前
で
、
戦
争
の
非
人
間

性
に
こ
と
ば
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
争
は
、

被
害
者
で
あ
り
加
害
者
で
あ
る
こ
と
を
南
京

大
虐
殺
の
図
（
戦
争
敵
対
国
捕
虜
の
日
本
人

に
よ
る
虐
殺
）
で
画
い
て
い
ま
す
。
丸
木
夫

妻
の
画
い
た
の
は
命
で
す
。（
丸
木
美
術
館
学

芸
員
）

　
最
後
に
、
川
越
の
古
い
町
並
み
の
散
策
を

し
、
一
路
出
発
地
点
の
大
和
ま
で
の
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

基
地
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

大
和
市
の
町
づ
く
り
に
大
き
な
悪
影
響

基
地
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

大
和
市
の
町
づ
く
り
に
大
き
な
悪
影
響
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止
と
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下
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再
発
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を
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る
行
動
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10月1日　横浜地裁前集会

②10月10日　横田基地オスプレイCV-22他

③10月10日　原爆の図・丸木美術館訪問

①10月10日　横田基地南側、コミュニティーセンター前

航空法による建築物の高さ制限　略図
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厚
木
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
米
空
母
艦

載
機
の
Ｆ
Ａ
18
戦
闘
攻
撃
機
や
Ｅ
Ａ
18
電
子

戦
機
な
ど
の
航
空
機
61
機
は
、
今
年
３
月
末

ま
で
に
山
口
県
の
米
軍
岩
国
基
地
へ
の
移
駐

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
国
は
、
さ
る
７
月
４
日

に
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
と
５
月
の
厚
木
基

地
の
騒
音
状
況
を
調
査
し
た
結
果
と
し
て
、

騒
音
レ
ベ
ル
100
　db
以
上
の
大
き
い
騒
音
回
数

が
移
駐
前
と
比
較
し
て
９
割
程
度
減
少
し
た

と
基
地
周
辺
自
治
体
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
移
駐
後
も
依
然
と
し
て
ジ
ェ
ッ

ト
機
の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
国
か
ら
の
説
明
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

騒
音
が
す
べ
て
な
く
な
っ
た
か
の
よ
う
な
説

明
で
あ
り
、
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

艦
載
機
の
移
駐
に
よ
っ
て

　
　
　
騒
音
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
艦
載
機
の
移
駐

に
よ
っ
て
、
基
地
周
辺
の
騒
音
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
か
、
騒
音
測
定
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
目
標
を
構
築
す
る

た
め
、
厚
木
爆
同
三
役
と
調
査
部
で
騒
音
測

定
デ
ー
タ
の
分
析
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
騒
音
測
定
デ
ー
タ
の
分
析
作
業
は
、

大
和
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
騒
音
測
定
器

５
か
所
の
デ
ー
タ
と
、
綾
瀬
市
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
騒
音
測
定
器
６
か
所
の
デ
ー
タ

（
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
７
月
ま
で
の

２
年
７
か
月
分
）を
収
集
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

４
か
月
間
に
お
け
る
基
地
北
側
１
ｋ
ｍ
地
点

と
基
地
南
側
500
ｍ
地
点
の
100
　db
以
上
の
騒
音

測
定
回
数
を
２
０
１
６
年
、
２
０
１
７
年
、

２
０
１
８
年
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
を
比
較

し
た
結
果
は
、
移
駐
前
に
比
べ
８
割
か
ら
９

割
程
度
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

艦
載
機
騒
音
の
減
少
は

　
　
　
　
　
　
　
爆
音
解
消
運
動
の
成
果

　
こ
の
よ
う
に
、
100
　db
以
上
の
大
き
な
騒
音

の
減
少
は
、
私
た
ち
の
長
年
に
わ
た
る
爆
音

解
消
58
年
間
の
運
動
の
成
果
で
あ
り
、
特
に

40
年
を
超
え
る
爆
音
解
消
の
裁
判
闘
争
で
、

「
受
忍
の
限
度
を
超
え
る
爆
音
で
あ
る
」「
違

法
な
爆
音
で
あ
る
」「
健
康
被
害
を
与
え
て

い
る
」
な
ど
の
判
決
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
こ

と
、
さ
ら
に
行
政
や
議
会
、
市
民
の
声
な
ど

が
力
と
な
り
、
国
を
動
か
し
た
こ
と
に
よ
り

騒
音
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。

70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒
音
は

　
　
　
　
未
だ
に
１
０
０
０
回
を
超
え
る

　
一
方
、
90
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
に
つ
い

て
は
、
６
割
か
ら
７
割
程
度
の
減
少
、
そ
し

て
70
　db
か
ら
80
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
に
つ

い
て
は
、
な
ん
と
１
割
か
ら
３
割
程
度
の
減

少
に
留
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
に
騒
音
被
害
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
傾

向
は
、
綾
瀬
市
内
の
６
か
所
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
結
果
も
同
様
で
し
た
。

　
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
の
合
計

は
、
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え
る
実
態
で
あ

る
こ
と
も
分
か
り
、
基
地
周
辺
地
域
で
の
騒

音
は
引
き
続
き
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

分
析
結
果
か
ら
実
態
調
査
へ

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
政
が
設
置
し

て
い
る
騒
音
測
定
器
に
よ
る
デ
ー
タ
の
数
値

だ
け
で
は
、
航
空
機
の
機
種
や
所
属
、
飛
行

経
路
な
ど
、
騒
音
源
の
実
態
が
分
か
ら
な
い

　
厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空
機
の
目
視
調

査
と
騒
音
測
定
は
、
さ
る
９
月
10
日
か
ら
21

日
ま
で
、
土
日
祝
日
を
除
く
９
日
間
、
厚
木

爆
同
と
五
次
原
告
団
の
役
員
延
べ
72
名
が
参

加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
方
法
は
、
厚
木
基
地
北
側
の
「
ふ
れ

あ
い
草
柳
広
場
」
の
駐
車
場
（
滑
走
路
か
ら

北
へ
約
500
ｍ
地
点
）
と
、
基
地
南
側
の
「
大

和
ゆ
と
り
の
森
」
の
東
側
駐
車
場
（
滑
走
路

か
ら
南
へ
約
500
ｍ
地
点
）
に
お
い
て
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
二
人
一
組
で
目

視
に
よ
る
航
空
機
の
確
認
と
ハ
ン
デ
ィ
型
騒

音
測
定
器
に
よ
る
騒
音
測
定
を
実
施
し
ま
し

た
。

日
ご
と
の
飛
行
回
数

　
目
視
調
査
に
よ
る
日
ご
と
の
飛
行
回
数
調

査
で
は
、
基
地
北
側
で
の
一
日
当
た
り
（
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）
の
最
大
飛
行
回
数
は

９
月
11
日
の
105
回
で
、
雨
天
の
日
が
二
日
間

あ
り
ま
し
た
が
、
９
日
間
の
合
計
で
579
回
の

飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
じ
よ
う
に
基
地
南
側
で
の
一
日
当
た
り

の
最
大
飛
行
回
数
は
同
じ
く
９
月
11
日
の
108

回
で
、
９
日
間
の
合
計
で
582
回
の
飛
行
が
確

認
さ
れ
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
１

１
６
１
回
の
飛
行
が
あ
り
ま
し
た
。

　
時
間
別
の
基
地
北
側
と
南
側
の
飛
行
回
数

は
、
下
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

こ
と
も
あ
り
、
厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空

機
の
目
視
調
査
と
騒
音
測
定
の
独
自
調
査
に

取
り
組
む
こ
と
を
、
さ
る
９
月
１
日
の
臨
時

執
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

種
類
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
種
類
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で

基
地
北
側
157
回
、
基
地
南
側
で
138
回
、
合
計

295
回
の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
は
、
米
軍
機
と

自
衛
隊
機
で
基
地
北
側
181
回
、
基
地
南
側
で

192
回
、合
計
373
回
の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
、
米
軍
機
と
自

衛
隊
機
で
基
地
北
側
218
回
、
基
地
南
側
で
220

回
、
合
計
438
回
と
な
り
、
不
明
機
の
55
回
を

含
め
た
９
日
間
の
合
計
は
１
１
６
１
回
と
な

り
ま
し
た
。

機
種
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
機
種
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
基
地
北
側
は
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で
16

機
種
（
厚
木
基
地
所
属
で
な
い
外
来
機
８
機

種
を
含
む
）
の
飛
行
を
確
認
し
、
基
地
南
側

は
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で
13
機
種
（
外
来
機

５
機
種
を
含
む
）の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
、

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
Ｍ
Ｈ
60
機
が
242
回
、

米
軍
連
絡
機
の
Ｕ
Ｃ
12
Ｆ
機
が
271
回
、
自
衛

隊
哨
戒
機
Ｐ
１
機
が
270
回
の
飛
行
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
確
認
さ
れ
た
16
機
種
の
う
ち
米
軍
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
Ｍ
Ｈ
60
機
と
自
衛
隊
哨
戒
機
Ｐ
１
機

と
の
２
機
種
が
全
飛
行
回
数
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
自
衛
隊
哨
戒
機
の
Ｐ
３
Ｃ
機

（
69
回
）
と
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ｓ
Ｈ
60

機
（
96
回
）
の
飛
行
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
岩
国
基
地
に
移
駐
し
た
艦
載
機
は
、
洋
上

展
開
中
の
た
め
調
査
期
間
中
厚
木
基
地
に
は

飛
来
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

騒
音
別
の
測
定
回
数

　
ハ
ン
デ
ィ
型
騒
音
測
定
器
に
よ
る
騒
音
別

の
飛
行
回
数
調
査
で
は
、
基
地
北
側
で
80
　db

台
が
最
大
の
248
回
と
な
り
、
基
地
南
側
で
70
　

db
台
が
最
大
の
280
回
の
測
定
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
測
定
回
数
は
基
地
北
側
と
南

側
と
も
に
、
９
日
間
の
総
測
定
回
数
の
ほ
ぼ

半
分
の
測
定
回
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
地
北
側
で
は
80
　db
台
、
基
地
南
側
で

は
70
　db
台
の
騒
音
が
中
心
に
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

所
属
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
所
属
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
の
飛
行
回
数
は
、

基
地
北
側
で
米
軍
機
267
回
、自
衛
隊
機
292
回
、

不
明
機
20
回
、
そ
し
て
基
地
南
側
で
米
軍
機

292
回
、
自
衛
隊
機
258
回
、
不
明
機
32
回
で
、

基
地
北
側
と
南
側
と
も
に
米
軍
機
と
自
衛
隊

機
の
飛
行
割
合
は
ほ
ぼ
半
分
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
と
め

　
今
回
、
厚
木
基
地
周
辺
の
騒
音
測
定
デ
ー

タ
を
分
析
し
た
結
果
、
艦
載
機
移
駐
後
の
４

月
か
ら
７
月
ま
で
の
70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒

音
測
定
回
数
は
、
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
駐
後
の
70
　db
台
、
80
　db
台
の
騒

音
測
定
回
数
に
つ
い
て
は
、
１
割
か
ら
３
割

程
度
の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

基
地
南
側
で
の
70
　db
台
の
減
少
率
が
極
端
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
特
定
の
機
種
が
何
ら
か
の
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
目
視
調
査
で
は
、米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

Ｍ
Ｈ
60
機
の
ホ
バ
リ
ン
グ
音
や
エ
ン
ジ
ン
テ
ス

ト
音
、
さ
ら
に
は
旋
回
飛
行
訓
練
を
繰
り
返
し

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
騒
音
発
生
源
と
考
え
ら
れ
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
機
は
、
機
体
の
部
品
や
窓
枠
な
ど
を

落
下
さ
せ
る
事
故
を
多
発
し
て
い
る
大
変
危

険
な
航
空
機
で
す
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
の
哨
戒
機
Ｐ
１
機
と
Ｐ
３

Ｃ
機
、
米
軍
の
連
絡
機
Ｕ
Ｃ
12
Ｆ
機
な
ど
に

よ
る
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
訓
練
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
発
生
源
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
戦
闘
攻
撃
機
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た

高
い
騒
音

は
、
移
駐
に

よ
り
減
少
し

ま
し
た
が
、

神
奈
川
県
生

活
環
境
の
保

全
等
に
関
す

る
条
例
に
定

め
ら
れ
て
い

る
住
居
専
用

地
域
（
８
時
か
ら
１
８
時
）
で
の
騒
音
許
容

限
度
と
さ
れ
て
い
る
50
　db
を
は
る
か
に
超
え

る
70
　db
か
ら
90
　db 

台
の
違
法
騒
音
が
、
い
ま

だ
に
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え
て
い
る
状
況

か
ら
し
て
、
艦
載
機
の
移
駐
に
よ
っ
て
静
か

に
な
っ
た
と
は
言
え
ず
、
引
き
続
き
70
　db
か

ら
90
　db 

台
の
違
法
騒
音
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　 

　
　•

　
　•

　
　•

　
こ
の
よ
う
な
な
か
国
は
、
さ
る
７
月
４
日

に
日
米
間
で
調
整
し
た
「
艦
載
機
移
駐
後
の

厚
木
基
地
の
運
用
」
を
基
地
周
辺
自
治
体
に

説
明
し
た
中
で
、空
母
艦
載
機
の
移
駐
後
は
、

米
海
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
、支
援
部
隊
、

常
駐
機
、
外
来
機
及
び
海
上
自
衛
隊
航
空
部

隊
並
び
に
そ
の
他
の
部
隊
が
厚
木
基
地
を
引

き
続
き
使
用
し
、
日
米
間
に
と
り
重
要
な
基

地
と
し
て
維
持
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
引
き
続
き
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
部
隊
や
支
援
部
隊
の
航
空
機
に
よ
る
騒

音
被
害
と
部
品
落
下
事
故
の
不
安
を
被
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
運
動
目
標
を

構
築
し
て
引
き
続
き
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
い
ま
暫
く
移
駐
後
の
騒

音
実
態
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考

え
ま
す
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
は
、
厚
木
爆
同
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　（
厚
木
爆
同
書
記
長
　
荻
窪 

幸
一
）

厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空
機
の

　
　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
を
実
施

　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
で

　
　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
で

　
　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

ホバリング訓練をする米軍機MH60

飛行する自衛隊機P1

目視調査と騒音測定をする役員

ハンディ型の騒音測定器

5000

70db台 80db台 90db台 100db以上

4000

3000

基地北側 1km

2000

1000

0
70db台

2016年 2017年 2018年

80db台 90db台 100db以上

基地南側 500m
移駐後の騒音レベルの比較（4月～7月）

種類別の飛行回数

時間別の飛行回数（9時～16 時） 1000 回を超える 70db から 90db 台の騒音回数
基地北側１km

1,438 
2,183 
2,183 

4 月 5 月 6月 7月
2018 年
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1,187 
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1,481  
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南 北

10時台
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南 北

12時台
南 北

13時台
南 北

14時台
南 北

15時台
南
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2018 年
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1,771  
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北
米　軍
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プロペラ機

南 北
自衛隊

南
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自衛隊

南

機種別の飛行回数

所属別の飛行回数割合

騒音別の飛行回数

基地北側
常駐機

機種

回数

機種

回数

MH60
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P8A

1
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OP3C

2

P1
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5

P3C
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EP3

1

SH60
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2
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3

LC90
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2

CH47

2

不明

28
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合計

579
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厚
木
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
米
空
母
艦

載
機
の
Ｆ
Ａ
18
戦
闘
攻
撃
機
や
Ｅ
Ａ
18
電
子

戦
機
な
ど
の
航
空
機
61
機
は
、
今
年
３
月
末

ま
で
に
山
口
県
の
米
軍
岩
国
基
地
へ
の
移
駐

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
国
は
、
さ
る
７
月
４
日

に
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
と
５
月
の
厚
木
基

地
の
騒
音
状
況
を
調
査
し
た
結
果
と
し
て
、

騒
音
レ
ベ
ル
100
　db
以
上
の
大
き
い
騒
音
回
数

が
移
駐
前
と
比
較
し
て
９
割
程
度
減
少
し
た

と
基
地
周
辺
自
治
体
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
移
駐
後
も
依
然
と
し
て
ジ
ェ
ッ

ト
機
の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
国
か
ら
の
説
明
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

騒
音
が
す
べ
て
な
く
な
っ
た
か
の
よ
う
な
説

明
で
あ
り
、
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

艦
載
機
の
移
駐
に
よ
っ
て

　
　
　
騒
音
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
艦
載
機
の
移
駐

に
よ
っ
て
、
基
地
周
辺
の
騒
音
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
か
、
騒
音
測
定
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
目
標
を
構
築
す
る

た
め
、
厚
木
爆
同
三
役
と
調
査
部
で
騒
音
測

定
デ
ー
タ
の
分
析
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
騒
音
測
定
デ
ー
タ
の
分
析
作
業
は
、

大
和
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
騒
音
測
定
器

５
か
所
の
デ
ー
タ
と
、
綾
瀬
市
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
騒
音
測
定
器
６
か
所
の
デ
ー
タ

（
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
７
月
ま
で
の

２
年
７
か
月
分
）を
収
集
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

４
か
月
間
に
お
け
る
基
地
北
側
１
ｋ
ｍ
地
点

と
基
地
南
側
500
ｍ
地
点
の
100
　db
以
上
の
騒
音

測
定
回
数
を
２
０
１
６
年
、
２
０
１
７
年
、

２
０
１
８
年
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
を
比
較

し
た
結
果
は
、
移
駐
前
に
比
べ
８
割
か
ら
９

割
程
度
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

艦
載
機
騒
音
の
減
少
は

　
　
　
　
　
　
　
爆
音
解
消
運
動
の
成
果

　
こ
の
よ
う
に
、
100
　db
以
上
の
大
き
な
騒
音

の
減
少
は
、
私
た
ち
の
長
年
に
わ
た
る
爆
音

解
消
58
年
間
の
運
動
の
成
果
で
あ
り
、
特
に

40
年
を
超
え
る
爆
音
解
消
の
裁
判
闘
争
で
、

「
受
忍
の
限
度
を
超
え
る
爆
音
で
あ
る
」「
違

法
な
爆
音
で
あ
る
」「
健
康
被
害
を
与
え
て

い
る
」
な
ど
の
判
決
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
こ

と
、
さ
ら
に
行
政
や
議
会
、
市
民
の
声
な
ど

が
力
と
な
り
、
国
を
動
か
し
た
こ
と
に
よ
り

騒
音
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。

70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒
音
は

　
　
　
　
未
だ
に
１
０
０
０
回
を
超
え
る

　
一
方
、
90
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
に
つ
い

て
は
、
６
割
か
ら
７
割
程
度
の
減
少
、
そ
し

て
70
　db
か
ら
80
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
に
つ

い
て
は
、
な
ん
と
１
割
か
ら
３
割
程
度
の
減

少
に
留
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
に
騒
音
被
害
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
傾

向
は
、
綾
瀬
市
内
の
６
か
所
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
結
果
も
同
様
で
し
た
。

　
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
の
合
計

は
、
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え
る
実
態
で
あ

る
こ
と
も
分
か
り
、
基
地
周
辺
地
域
で
の
騒

音
は
引
き
続
き
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

分
析
結
果
か
ら
実
態
調
査
へ

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
政
が
設
置
し

て
い
る
騒
音
測
定
器
に
よ
る
デ
ー
タ
の
数
値

だ
け
で
は
、
航
空
機
の
機
種
や
所
属
、
飛
行

経
路
な
ど
、
騒
音
源
の
実
態
が
分
か
ら
な
い

　
厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空
機
の
目
視
調

査
と
騒
音
測
定
は
、
さ
る
９
月
10
日
か
ら
21

日
ま
で
、
土
日
祝
日
を
除
く
９
日
間
、
厚
木

爆
同
と
五
次
原
告
団
の
役
員
延
べ
72
名
が
参

加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
方
法
は
、
厚
木
基
地
北
側
の
「
ふ
れ

あ
い
草
柳
広
場
」
の
駐
車
場
（
滑
走
路
か
ら

北
へ
約
500
ｍ
地
点
）
と
、
基
地
南
側
の
「
大

和
ゆ
と
り
の
森
」
の
東
側
駐
車
場
（
滑
走
路

か
ら
南
へ
約
500
ｍ
地
点
）
に
お
い
て
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
二
人
一
組
で
目

視
に
よ
る
航
空
機
の
確
認
と
ハ
ン
デ
ィ
型
騒

音
測
定
器
に
よ
る
騒
音
測
定
を
実
施
し
ま
し

た
。

日
ご
と
の
飛
行
回
数

　
目
視
調
査
に
よ
る
日
ご
と
の
飛
行
回
数
調

査
で
は
、
基
地
北
側
で
の
一
日
当
た
り
（
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）
の
最
大
飛
行
回
数
は

９
月
11
日
の
105
回
で
、
雨
天
の
日
が
二
日
間

あ
り
ま
し
た
が
、
９
日
間
の
合
計
で
579
回
の

飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
じ
よ
う
に
基
地
南
側
で
の
一
日
当
た
り

の
最
大
飛
行
回
数
は
同
じ
く
９
月
11
日
の
108

回
で
、
９
日
間
の
合
計
で
582
回
の
飛
行
が
確

認
さ
れ
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
１

１
６
１
回
の
飛
行
が
あ
り
ま
し
た
。

　
時
間
別
の
基
地
北
側
と
南
側
の
飛
行
回
数

は
、
下
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

こ
と
も
あ
り
、
厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空

機
の
目
視
調
査
と
騒
音
測
定
の
独
自
調
査
に

取
り
組
む
こ
と
を
、
さ
る
９
月
１
日
の
臨
時

執
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

種
類
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
種
類
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で

基
地
北
側
157
回
、
基
地
南
側
で
138
回
、
合
計

295
回
の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
は
、
米
軍
機
と

自
衛
隊
機
で
基
地
北
側
181
回
、
基
地
南
側
で

192
回
、合
計
373
回
の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
、
米
軍
機
と
自

衛
隊
機
で
基
地
北
側
218
回
、
基
地
南
側
で
220

回
、
合
計
438
回
と
な
り
、
不
明
機
の
55
回
を

含
め
た
９
日
間
の
合
計
は
１
１
６
１
回
と
な

り
ま
し
た
。

機
種
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
機
種
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
基
地
北
側
は
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で
16

機
種
（
厚
木
基
地
所
属
で
な
い
外
来
機
８
機

種
を
含
む
）
の
飛
行
を
確
認
し
、
基
地
南
側

は
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で
13
機
種
（
外
来
機

５
機
種
を
含
む
）の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
、

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
Ｍ
Ｈ
60
機
が
242
回
、

米
軍
連
絡
機
の
Ｕ
Ｃ
12
Ｆ
機
が
271
回
、
自
衛

隊
哨
戒
機
Ｐ
１
機
が
270
回
の
飛
行
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
確
認
さ
れ
た
16
機
種
の
う
ち
米
軍
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
Ｍ
Ｈ
60
機
と
自
衛
隊
哨
戒
機
Ｐ
１
機

と
の
２
機
種
が
全
飛
行
回
数
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
自
衛
隊
哨
戒
機
の
Ｐ
３
Ｃ
機

（
69
回
）
と
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ｓ
Ｈ
60

機
（
96
回
）
の
飛
行
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
岩
国
基
地
に
移
駐
し
た
艦
載
機
は
、
洋
上

展
開
中
の
た
め
調
査
期
間
中
厚
木
基
地
に
は

飛
来
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

騒
音
別
の
測
定
回
数

　
ハ
ン
デ
ィ
型
騒
音
測
定
器
に
よ
る
騒
音
別

の
飛
行
回
数
調
査
で
は
、
基
地
北
側
で
80
　db

台
が
最
大
の
248
回
と
な
り
、
基
地
南
側
で
70
　

db
台
が
最
大
の
280
回
の
測
定
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
測
定
回
数
は
基
地
北
側
と
南

側
と
も
に
、
９
日
間
の
総
測
定
回
数
の
ほ
ぼ

半
分
の
測
定
回
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
地
北
側
で
は
80
　db
台
、
基
地
南
側
で

は
70
　db
台
の
騒
音
が
中
心
に
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

所
属
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
所
属
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
の
飛
行
回
数
は
、

基
地
北
側
で
米
軍
機
267
回
、自
衛
隊
機
292
回
、

不
明
機
20
回
、
そ
し
て
基
地
南
側
で
米
軍
機

292
回
、
自
衛
隊
機
258
回
、
不
明
機
32
回
で
、

基
地
北
側
と
南
側
と
も
に
米
軍
機
と
自
衛
隊

機
の
飛
行
割
合
は
ほ
ぼ
半
分
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
と
め

　
今
回
、
厚
木
基
地
周
辺
の
騒
音
測
定
デ
ー

タ
を
分
析
し
た
結
果
、
艦
載
機
移
駐
後
の
４

月
か
ら
７
月
ま
で
の
70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒

音
測
定
回
数
は
、
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
駐
後
の
70
　db
台
、
80
　db
台
の
騒

音
測
定
回
数
に
つ
い
て
は
、
１
割
か
ら
３
割

程
度
の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

基
地
南
側
で
の
70
　db
台
の
減
少
率
が
極
端
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
特
定
の
機
種
が
何
ら
か
の
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
目
視
調
査
で
は
、米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

Ｍ
Ｈ
60
機
の
ホ
バ
リ
ン
グ
音
や
エ
ン
ジ
ン
テ
ス

ト
音
、
さ
ら
に
は
旋
回
飛
行
訓
練
を
繰
り
返
し

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
騒
音
発
生
源
と
考
え
ら
れ
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
機
は
、
機
体
の
部
品
や
窓
枠
な
ど
を

落
下
さ
せ
る
事
故
を
多
発
し
て
い
る
大
変
危

険
な
航
空
機
で
す
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
の
哨
戒
機
Ｐ
１
機
と
Ｐ
３

Ｃ
機
、
米
軍
の
連
絡
機
Ｕ
Ｃ
12
Ｆ
機
な
ど
に

よ
る
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
訓
練
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
発
生
源
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
戦
闘
攻
撃
機
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た

高
い
騒
音

は
、
移
駐
に

よ
り
減
少
し

ま
し
た
が
、

神
奈
川
県
生

活
環
境
の
保

全
等
に
関
す

る
条
例
に
定

め
ら
れ
て
い

る
住
居
専
用

地
域
（
８
時
か
ら
１
８
時
）
で
の
騒
音
許
容

限
度
と
さ
れ
て
い
る
50
　db
を
は
る
か
に
超
え

る
70
　db
か
ら
90
　db 

台
の
違
法
騒
音
が
、
い
ま

だ
に
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え
て
い
る
状
況

か
ら
し
て
、
艦
載
機
の
移
駐
に
よ
っ
て
静
か

に
な
っ
た
と
は
言
え
ず
、
引
き
続
き
70
　db
か

ら
90
　db 

台
の
違
法
騒
音
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　 

　
　•

　
　•

　
　•

　
こ
の
よ
う
な
な
か
国
は
、
さ
る
７
月
４
日

に
日
米
間
で
調
整
し
た
「
艦
載
機
移
駐
後
の

厚
木
基
地
の
運
用
」
を
基
地
周
辺
自
治
体
に

説
明
し
た
中
で
、空
母
艦
載
機
の
移
駐
後
は
、

米
海
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
、支
援
部
隊
、

常
駐
機
、
外
来
機
及
び
海
上
自
衛
隊
航
空
部

隊
並
び
に
そ
の
他
の
部
隊
が
厚
木
基
地
を
引

き
続
き
使
用
し
、
日
米
間
に
と
り
重
要
な
基

地
と
し
て
維
持
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
引
き
続
き
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
部
隊
や
支
援
部
隊
の
航
空
機
に
よ
る
騒

音
被
害
と
部
品
落
下
事
故
の
不
安
を
被
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
運
動
目
標
を

構
築
し
て
引
き
続
き
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
い
ま
暫
く
移
駐
後
の
騒

音
実
態
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考

え
ま
す
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
は
、
厚
木
爆
同
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　（
厚
木
爆
同
書
記
長
　
荻
窪 

幸
一
）

厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空
機
の

　
　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
を
実
施

　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
で

　
　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
で

　
　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

ホバリング訓練をする米軍機MH60

飛行する自衛隊機P1

目視調査と騒音測定をする役員

ハンディ型の騒音測定器
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の
諸
要
求
に
見
合
う
だ
け
の
行
政
措
置

を
行
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
国
は
我
々
の

要
求
に
真
摯
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

　
航
空
法
は
以
下
の
通
り
で
す
。

〇
　
航
空
機
が
安
全
に
離
着
陸
す
る
た

め
に
は
、
空
港
周
辺
の
一
定
の
空
間
を

障
害
物
が
無
い
状
態
に
し
て 

お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
航
空
法
に

お
い
て
、
下
図
の
よ
う
な
制
限
表
面
を

　
大
和
市
は
厚
木
基
地
に
よ
っ
て
い
く

つ
か
の
大
き
な
悪
影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

①
　
厚
木
基
地
に
よ
っ
て
綾
瀬
に
抜
け

る
道
路
が
４
㎞
近
く
も
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
為
に
大
和
市
西
側
の
綾
瀬
市
側
が

商
業
、
工
業
、
農
業
、
住
宅
地
が
分
断

さ
れ
て
い
る
。

②
　
大
和
駅
〜
桜
が
丘
駅
周
辺
（
14
階

建
て
４
０
・
６
ｍ
以
上
の
高
さ
が
建
た

な
い
）
空
間
が
有
効
活
用
が
で
き
な
い

状
況
で
す（
航
空
法
違
反
に
な
る
た
め
）。

基
地
周
辺
の
近
隣
都
市
の
藤
沢
市
（
25

階
建
て
８
２
・
５
ｍ
）、
海
老
名
市
（
25

階
建
て
１
０
７
・
７
ｍ
）、
相
模
原
市

（
32
階
建
て
１
０
６
・
０
ｍ
）
は
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
や
高
層
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
等
の

建
設
で
機
能
的
で
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
　
基
地
周
辺
の
自
治
体
で
は
航
空
機

の
騒
音
、
航
空
機
の
墜
落
の
危
険
が
こ

の
地
域
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

与
え
て
い
る
。

④
　
航
空
機
の
飛
行
が
音
響
や
様
々
な

電
波
を
撹
乱
し
て
基
地
近
隣
市
に
在
住

の
市
民
、
企
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。

⑤
　
厚
木
基
地
が
日
米
の
極
め
て
重
要

な
軍
事
拠
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
紛
争
時
に
基
地
近
隣
区
域

が
敵
か
ら
の
攻
撃
地
域
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
国
際
的
に
緊
張
状
態
の
と
き
な

ど
は
大
き
な
不
安
を
感
じ
る
。

⑥
　
基
地
は
組
織
的
に
訓
練
さ
れ
た
殺

人
部
隊
の
住
む
区
域
で
あ
り
、
い
ざ
と

い
う
と
き
治
安
に
与
え
る
影
響
は
な
い

の
か
不
安
視
す
る
声
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
こ
の
様
に
厚
木
基
地
が
町
づ

く
り
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
て
お
り

経
済
的
に
大
き
な
損
失
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
。
そ
の
為
に
大
和
市
基
地
対
策
協

議
会
で
は
毎
年
本
市
の
大
き
な
損
害
に

対
し
て
基
地
周
辺
対
策
や
基
地
交
付
金

を
抜
本
的
に
見
直
す
よ
う
に
国
と
交
渉

し
て
い
ま
す
が
、
国
は
昔
か
ら
大
和
市

設
定
し
て
お
り
ま
す
。

〇
　
制
限
表
面
を
超
え
る
高
さ
の
物
件

（
建
物
・
避
雷
針
・
ア
ン
テ
ナ
・
看
板
・

電
柱
等
の
恒
常
物
件
や
、工
事
用
ク
レ
ー

ン
や
ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ
ン
等
の
仮
設

物
件
、
樹
木
も
含
む
）
を
設
置
す
る
こ

と
は
航
空
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
し
て
、物
件
を
設
置
・
植
栽
・

留
置
し
た
場
合
、
所
有
者
は
除
去
を
求

め
ら
れ
、
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
図
面<

ア>

は
、
大
和
基
地
対
策
協

議
会
が
厚
木
基
地
の
早
期
返
還
と
基
地

対
策
の
抜
本
的
な
改
善
に
関
す
る
要
望

書
の
中
の
⑵
新
た
な
施
策
の
実
施
の
項

目
の
資
料
の
一
部
で
す
。

（
大
和
市
の
基
地
対
策
課
作
成
図
面
。
網

掛
け
の
部
分
が
、
建
物
の
高
さ
が
制
限

さ
れ
る
区
域
）

住
宅
地
に
落
下
し
て
大
惨
事
に
つ
な

が
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
七
月
三

一
日
、
厚
木
基
地
司
令
官
と
南
関
東
防

衛
局
長
に
対
し
抗
議
と
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
二
か
月
以
上
た
っ
た
現
在

に
至
る
も
米
軍
か
ら
は
原
因
も
対
策
も

何
も
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
十
月
十
二

日
時
点
）

申
し
入
れ
要
約

　
こ
ん
な
危
険
な
航
空
機
オ
ス
プ
レ
イ

と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
私
た
ち
住
民
の
上

を
絶
対
に
飛
ん
で
欲
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ス
プ
レ
イ
と
整
備
不
良
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
飛
行
を
今
後
一
切
中
止
す
る
と

と
も
に
事
故
原
因
と
整
備
体
制
の
強
化

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
日
米
地
位
協
定
第
３
条
３
項
に
は
、

「
米
軍
は
公
共
の
安
全
に
妥
当
な
考
慮
を

払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
願
い
は
、
静
か
で
安

全
な
空
の
下
で
生
活
す
る
こ
と
で
す
。

以
下
の
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
す
。

１
．
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木
基
地
へ
の
飛

行
を
中
止
さ
せ
る
と
と
も
に
、
飛
来
目

的
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

２
．
事
故
を
起
こ
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
事
故
原
因
の
究
明
と
整
備
体
制
の
強

化
が
な
さ
れ
、
再
発
防
止
が
出
来
る
ま

で
飛
行
を
中
止
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
七
月
二
〇
日
に
オ
ス
プ
レ
イ
４
機
が

東
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う
と
い
う

通
告
を
受
け
、
滑
走
路
北
側
で
監
視
抗

議
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
既
成
事
実
作

り
を
す
る
よ
う
に
首
都
圏
に
オ
ス
プ
レ

イ
が
飛
び
回
る
よ
う
な
状
況
を
な
ん
と

し
て
も
阻
止
し
な
い
と
行
け
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
と

と
も
に
行
動
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の

取
り
組
み
の
経
過
の
中
で
、
七
月
二
七

日
、
厚
木
基
地
内
に
お
い
て
大
型
ヘ
リ

Ｍ
Ｈ
53
Ｅ 

が
離
陸
直
後
に
窓
枠
を
落
下

さ
せ
る
と
い
う
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
離
陸
直
後
だ
っ
た
た
め
、
基
地
内
に

落
下
し
た
も
の
の
、
ひ
と
つ
間
違
う
と

　
相
模
原
支
部
の
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
相

模
原
市
南
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。
南
区
は

大
和
市
と
座
間
市
か
ら
北
、
町
田
市
の
南

に
挟
ま
れ
た
地
域
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

厚
木
基
地
北
側
滑
走
路
の
延
長
線
上
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
厚
木
基
地
を
離
発

着
す
る
航
空
機
の
上
空
通
過
を
よ
く
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
宅
も
密
集
し
て
お

り
、
学
校
や
医
療
機
関
も
多
く
あ
り
ま
す
。

入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
、
学
校
行
事
の
多

い
時
期
、
爆
同
相
模
原
支
部
で
は
金
子
豊

貴
男
議
員
を
紹
介
議
員
と
し
て
、
毎
年
相

模
原
市
に
厚
木
基
地
航
空
機
に
よ
る
爆
音

被
害
の
解
消
を
求
め
て
要
請
行
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
２
月
22
日
（
木
）
に

爆
音
問
題
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
助
成

制
度
の
実
現
と
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

を
相
模
原
市
上
空
で
行
わ
な
い
よ
う
等
の

要
請
を
加
え
て
行
い
ま
し
た
。
相
模
原
市

で
は
副
市
長
が
対
応
し
、
学
校
行
事
の
多

い
時
期
は
米
軍
に
日
程
を
提
示
し
、
訓
練

を
控
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
な
ど
の
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
相
模
原
に
は

キ
ャ
ン
プ
座
間
や
相
模
総
合
補
給
廠
、
米

軍
相
模
原
住
宅
な
ど
が
あ
り
、
米
軍
施
設

の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
座
間
の

Ｕ
Ｈ
60
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
キ
ャ
ン
プ
座
間

周
辺
を
旋
回
訓
練
し
て
お
り
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
騒
音
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
厚
木
基
地
の

爆
音
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
相
模
原
市
特

有
の
基
地
問
題
な
ど
も
広
く
取
り
上
げ
研

究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

相
模
原
支
部
支
部
長

山
村
充
夫

　
大
型
な
韋
駄
天
台
風
24
号
が
過
ぎ
去
り
、

前
日
の
沖
縄
県
知
事
選
で
新
基
地
建
設
反
対

派
の
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
勝
利
の
知
ら
せ
が

あ
っ
た
10
月
１
日
、
横
浜
地
裁
で
五
次
訴
訟

の
第
三
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
傍
聴
行
動
参
加
原
告
は
百
人
、
陳
述
者
と

支
部
長
等
が
当
事
者
席
（
囲
い
の
中
の
弁
護

士
と
並
ぶ
席
）
を
占
め
、
傍
聴
席
は
記
者
席

も
余
さ
ず
に
満
杯
。
法
廷
に
入
れ
な
い
原
告

も
い
ま
し
た
。

　
法
廷
で
は
若
手
の
藤
塚
弁
護
士
が
、
大
き

く
明
瞭
な
声
で
、
爆
音
の
被
害
の
特
徴
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

「
爆
音
被
害
は
音
が
あ
る
時
だ
け
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
爆
音
が
通
り
過
ぎ
た
後
に
な
っ
て
、

ま
た
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
・
い

つ
来
る
の
か
と
い
う
不
安
・
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
時
な
ら
、
音
が
聞
こ
え
な
い
時
だ
け
に

被
害
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
爆
音
が
過
ぎ
去
っ

て
テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ
え
て
来
て
も
、
爆
音

で
聞
こ
え
な
く
て
意
味
不
明
に
な
っ
た
事
の

影
響
＝
不
都
合
・
不
満
・
不
快
感
が
続
く
と

い
う
特
徴
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
大
和
第
五
支
部
の
尾
崎
公
太
郎
さ
ん
は
、

基
地
の
東
北
部
に
隣
接
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
ん
で
い
る
の
で
、「
基
地
に
飛
来
す
る
飛
行

機
・
ヘ
リ
が
間
近
に
見
え
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

顔
も
見
え
ま
す｣

「
旋
回
す
る
ヘ
リ
が
近
づ
い

て
来
る
時
は
自
分
に
ぶ
つ
か
っ
て
来
る
の
で

は
な
い
か
と
の
恐
怖
も
感
じ
ま
す
」「
私
は
渓

流
つ
り
を
趣
味
と
し
て
い
ま
す
が
、
渓
流
の

滝
の
音
は
大
き
く
て
も
不
快
で
は
な
い
が
、

爆
音
は
と
て
も
不
快
で
、
人
間
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
同
じ

く
大
和
第
五
支
部
の
斉
藤
祐
太
さ
ん
は
大
和

で
生
ま
れ
育
ち
、「
飛
行
機
を
よ
く
見
て
い
た

の
で
、
子
ど
も
の
時
は
飛
行
機
マ
ニ
ア
で
し

た
。
で
も
、
子
ど
も
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
爆
音
の
悪
影
響
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」「
相
鉄
線
の
車
掌
を
し
て
い
る
が
、

運
転
手
か
ら
車
掌
席
に
発
車
準
備
の
ブ
ザ
ー

が
来
る
時
、
飛
行
機
の
爆
音
と
重
な
る
と
聞

き
取
れ
な
く
て
困
る
」
と
い
う
深
刻
な
問
題

も
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
祐
太
さ
ん
の
祖
父

の
弥
作
さ
ん
は
一
次
訴
訟
の
時
か
ら
訴
訟
団

原
告
・
役
員
と
し
て
爆
音
を
な
く
す
活
動
を

し
て
い
た
の
で
、
自
分
も
そ
れ
を
受
け
継
い

で
頑
張
り
た
い
と
い
う
決
意
も
述
べ
ま
し
た
。

相
模
原
市
特
有
の

基
地
問
題
な
ど
も
広
く
取
り
上
げ

相
模
原
市
特
有
の

基
地
問
題
な
ど
も
広
く
取
り
上
げ

　
去
る
10
月
10
日
、
厚
木
爆
同
主
催
・
基
地

視
察
を
秋
晴
れ
の
下
42
名
の
爆
同
会
員
の
参

加
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
先
ず
横
田
基
地
南
側
を
、
東
京
都
昭
島
市

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
前（
最
寄
は
、

拝
島
駅
）
か
ら
視
察
し
ま
し
た
。
現
地
案
内

と
説
明
を
、
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原

告
団
団
長
・
福
本
さ
ん
か
ら
受
け
ま
し
た
。

（
写
真
①
）

　
横
田
基
地
は
、「
従
来
の
米
軍
司
令
部
機
能

と
輸
送
中
継
機
能
を
有
す
る
基
地
か
ら
、
航

空
自
衛
隊
航
空
総
隊
司
令
部
と
在
日
米
軍
の

第
５
空
軍
司
令
部
と
の
併
置
に
よ
り
、
日
米

共
同
統
合
運
用
調
整
所
が
設
置
さ
れ
、
日
米

双
方
の
司
令
部
組
織
間
の
連
携
や
相
互
運
用

性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
日
米
が
共
同
で
使
用

す
る
最
重
要
施
設
へ
と
態
様
の
変
化
が
な
さ

れ
て
い
る
。」

（「
２
０
１
８
基
地
視
察
の
し
お
り
」
作
成
／

厚
木
爆
同
Ｐ
．
４
よ
り
）

　
横
田
基
地
爆
音
の
為
、
銭
湯
の
窓
ガ
ラ
ス

が
破
損
し
た
り
し
非
常
に
危
険
な
状
態
で
し

た
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
集
団
で
住
居
を
移

転
し
、
そ
の
移
転
し
た
跡
地
に
、
右
記
環
境

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
、
集

団
移
転
の
歴
史
を
伝
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

　
更
に
、
横
田
基
地
正
門
付
近
と
（
国
道
16

号
線
沿
い
）、
高
台
に
あ
る
東
京
都
瑞
穂
町
役

場
・
ス
カ
イ
ゲ
ー
ト
よ
り
基
地
の
全
貌
を
視

察
し
、
２
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
Ｃ
Ｖ-

22
と
大
型

輸
送
機
Ｃ-

17
な
ど
の
駐
機
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
横
田
基
地
の
総
面
積
は
東
京
都
狛
江
市

よ
り
も
広
い
と
の
こ
と
。（
写
真
②
）

　
昼
食
後
、「
原
爆
の
図
・
丸
木
美
術
館
」（
埼

玉
県
東
松
山
市
唐
子
１
４
０
１
、℡
０
４
９
３

-

２
２-

３
２
６
６
）
を
訪
れ
ま
し
た
。
丸
木

位
里
・
丸
木
俊
夫
妻
に
よ
る
原
爆
の
図
の
作

品
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
写
真
③
）

学
芸
員
の
解
説
を
受
け
た
後
、
参
加
者
各
人

が
、
等
身
大
の
屏
風
絵
や
壁
全
体
の
南
京
大

虐
殺
を
画
い
た
絵
の
前
で
、
戦
争
の
非
人
間

性
に
こ
と
ば
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
争
は
、

被
害
者
で
あ
り
加
害
者
で
あ
る
こ
と
を
南
京

大
虐
殺
の
図
（
戦
争
敵
対
国
捕
虜
の
日
本
人

に
よ
る
虐
殺
）
で
画
い
て
い
ま
す
。
丸
木
夫

妻
の
画
い
た
の
は
命
で
す
。（
丸
木
美
術
館
学

芸
員
）

　
最
後
に
、
川
越
の
古
い
町
並
み
の
散
策
を

し
、
一
路
出
発
地
点
の
大
和
ま
で
の
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

基
地
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

大
和
市
の
町
づ
く
り
に
大
き
な
悪
影
響

基
地
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

大
和
市
の
町
づ
く
り
に
大
き
な
悪
影
響
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二

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
中
止
と

部
品
落
下
事
故
再
発
防
止
を

求
め
る
行
動

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
中
止
と

部
品
落
下
事
故
再
発
防
止
を

求
め
る
行
動

厚
木
爆
同
特
別
執
行
委
員

第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
長

厚
木
爆
同
特
別
執
行
委
員

第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
原
告
団
長

第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟

　第
３
回
口
頭
弁
論
が
開
か
る

第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟

　第
３
回
口
頭
弁
論
が
開
か
る

横

浜

地

裁

10・10
基
地
視
察
報
告

7月31日　厚木基地抗議申し入れ

10月1日　爆音訴訟報告集会

10月1日　横浜地裁前集会

②10月10日　横田基地オスプレイCV-22他

③10月10日　原爆の図・丸木美術館訪問

①10月10日　横田基地南側、コミュニティーセンター前

航空法による建築物の高さ制限　略図

A- A　断面図 B - B　断面図

A 図面「ア」
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